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会
長
就
任
挨
拶

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会　

会
長　

林　
　

英　

夫

　

今
般
、
尾
関
良
英
前
会
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
会
長
職
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

温
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
が
発

足
し
て
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
熱

意
や
市
民
の
方
々
の
温
か
い
お
力
添

え
に
よ
り
、
礎
石
は
し
っ
か
り
固
め
ら

れ
て
、
熱
心
な
活
動
が
巾
広
く
繰
り
広

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
や
、
情
報
や
物
は
溢
れ
、
利
便
性

の
高
い
生
活
を
享
受
で
き
る
社
会
を

迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
、
人
と

人
と
の
か
か
わ
り
は
希
薄
に
な
り
、
個

人
は
内
面
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

が
多
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
芸
術
文
化
に
は
、
人
の

心
を
和
ま
せ
、
豊
か
に
し
、
人
に
喜
び

や
楽
し
み
を
与
え
て
、
人
と
人
を
結
ぶ

力
、
即
ち
、
共
生
の
心
を
育
ん
で
い
く

力
が
あ
り
ま
す
。

　

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
で
は
、
市
当

局
の
協
力
と
支
援
を
受
け
、
芸
術
文
化

活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
等
し
く
芸
術
文
化

を
鑑
賞
し
た
り
、
こ
れ
に
参
加
し
た
り
、

創
造
し
た
り
す
る
機
会
を
広
く
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
行
わ
れ
ま
す
「
一
宮
市
芸
術

祭
」
に
は
、
参
加
さ
れ
ま
す
会
員
数
が

年
々
増
え
て
お
り
ま
す
し
、
多
く
の
参

観
者
や
鑑
賞
に
訪
れ
る
人
も
、
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
関
心

が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
協
会
に
所
属

す
る
団
体
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
多

彩
で
豊
か
な
芸
術
を
生
み
出
す
た
め

に
、
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
創
造
活
動

を
一
層
盛
り
上
げ
て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
文
化

や
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
芸
能
、
文
化

財
な
ど
の
継
承
や
保
存
に
尽
力
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
多
く
の
方
々
に
は
更

な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
宮
市
の
芸
術
文
化
が
、
市
民
一
人

一
人
の
真
の
ゆ
と
り
と
潤
い
の
実
感

で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
誠
心
誠

意
、
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
す
。

重
ね
て
一
宮
市
芸
術
文
化
の
振
興
、
発

展
に
向
け
て
、
ご
理
解
と
力
強
い
励
ま

し
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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役
職
名

名
誉
会
長

顧　

問

会　

長

副
会
長

会　

計

監　

事

氏　
　
　

名

谷　
　
　

一　

夫

尾　

関　

良　

英

林　
　
　

英　

夫

加　

藤　

昌　

義

不　

破　
　
　

皓

寺　

西　

洋　

二

小　

島　

祥　

子

細　

井　
　
　

進

竹　

内　
　
　

広

備　
　
　
　
　

考

一
宮
市
長

元
一
宮
市
教
育
長

元
尾
西
市
教
育
長

同
派
会 

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

木
曽
川
絵
画
同
好
会 

一
宮
音
楽
家
協
会

神
道
一
刀
流
尾
西
剣
詩
舞
会 

木
曽
川
ラ
イ
ト
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ

部

文

学

部

部　
　
　

門

短

歌

部

門

俳

句

部

門

川

柳

部

門

狂

俳

部

門

詩

部

門
部
長○

氏　
　
　

名

山

本

光

位

坂　

井　
　
　

斉

植　

田　

喜
久
男

太　

田　

康　

直

青　

木　

小
代
子

団　
　

体　
　

名

真
清
短
歌
会

一
宮
市
民
俳
句
教
室

一
宮
川
柳
社

一
宮
狂
俳
壇
連
盟

一
宮
現
代
詩
協
会

※
左
表
は
各
部
門
選
出
の
理
事
一
覧
表
で
す
。

平
成　

年
度

２２
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
新
役
員

部

美

術

部

音

楽

部

芸

能

部

社

会

文

化

部

部　
　
　

門

日
本
画
部
門

洋

画

部

門

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・

彫

塑

部

門

書

部

門

写

真

部

門

邦

楽

部

門

謡

曲

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

声
楽
・
合
唱
部
門

器

楽

部

門

吹

奏

楽

・

管
弦
楽
部
門

舞

踊

部

門

芸

能

部

門

茶

道

部

門

華

道

部

門

社
会
文
化
部
門

部
長○○○○

氏　
　
　

名

丹　

羽　

桃　

慶

高　

山　
　
　

悟

鵜

飼

辰

郎

林　
　
　

大　

樹

菱　

田　

繁　

雄

小　

川　

統　

山

森　
　
　

恒　

夫

木

野

敏

夫

久　

野　

以
早
夫

堀

田

清

子

浅　

井　

英　

仁

佐　

　々

智
恵
子

木　

全　
　
　

修

岩　

田　

宗　

晋

堀　
　
　

芙
美
子

柳　

原　

た
づ
子

団　
　

体　
　

名

桃
墨
会

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
洋
画
部

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部

社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会

一
宮
支
部

中
日
真
澄
ク
ラ
ブ

一
宮
三
曲
協
会

竹
石
会

雅
芳
流
嶋
邦
吟
詠
会

一
宮
音
楽
家
協
会

清
の
琴
・
ロ
マ
ン
ス
ハ
ー
プ

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

一
宮
舞
踊
協
会

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟

茶
道
裏
千
家

一
宮
華
道
連
盟

一
宮
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
協
会
鶴
の
会
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加　入　団　体　一　覧
主　な　活　動　日　時　・　場　所団　　体　　名部　　門部

毎月第２日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター真 清 短 歌 会

短　歌　部　門

文　学　部

毎月第４木曜日：午後１時～　朝日老人福祉センター尾 西 短 歌 会

毎月第１土曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター青 の 樹 短 歌 会

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 市 民 俳 句 教 室

俳　句　部　門

毎月最終土曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター濃 美 一 宮 俳 句 会

毎月第１水曜日：午後１時～　北方公民館北 方 俳 句 会

毎月第２火曜日：午後１時～　葉栗公民館葉 栗 俳 句 教 室

毎週金曜日：午後１時～　大志公民館本 町 俳 句 会

毎月第１・３木曜日：午後１時～　大志公民館き き ょ う の 会

毎月２０日前後の火曜日または水曜日：午後１時～　千秋公民館千 秋 老 人 俳 句 ク ラ ブ

毎月第１・３土曜日：午後１時３０分～　神山公民館神 山 句 会

毎月第３木曜日：午後１時～　浅井公民館浅 井 土 筆 句 会

毎月第２木曜日：午後１時～　向山公民館、第４日曜日：午後１時～　宮山公民館白 絣 俳 句 会

毎月第１・３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター尾 西 牡 丹 会

毎月第２金曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター、第３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター尾 西 句 会

毎週日曜日：午後３時～　応蓮寺仏 手 柑 句 会

毎月第３土曜日：午後１時３０分～　尾西歴史民俗資料館一 宮 市 尾 西 市 民 俳 句 会

毎月第１月曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター尾 西 新 樹 会

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 川 柳 社川　柳　部　門

毎月第２土曜日：午後１時～　葉栗公民館一 宮 狂 俳 壇 連 盟狂　俳　部　門

事務局へお問合せください。一 宮 現 代 詩 協 会
詩　　部　　門

毎月第１火曜日　第４土曜日：午前１０時３０分～　豊島図書館一 宮 漢 詩 濤 聲 會

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／日本画部

日 本 画 部 門

美　術　部

毎月第２・４土曜日：午後２時～　一宮スポーツ文化センター、第１・３水曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター桃 墨 会

事務局へお問合せください。尾 西 作 家 協 会

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／洋画部

洋　画　部　門

毎月第２・４土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター尾 西 絵 画 ク ラ ブ

毎月第１・３火曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター彩 の 会

毎月第１・３金曜日：午前１０時～、第２土曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター水 絵 の 会

年間約３０回：１回２時間　三岸節子記念美術館グループ絵ごころ　 三美会

毎月第２・４土曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター楽 し く 描 こ う 会

毎月第１・３土曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター尾 彩

毎週水曜日：午前１０時～　講師宅ポ ピ ー の 会

毎月第２・４金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター尾 西 ガ リ バ ン バ ン の 会

毎月第２・４木曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センターパ レ ッ ト 会

毎月第２・４日曜日：午後１時３０分～　木曽川公民館北館木 曽 川 絵 画 同 好 会

毎月第１・３木曜日：午後１時３０分～　尾西南部生涯学習センタープ ル シ ャ ン ブ ル ー

毎月第１・３土曜日：午前９時３０分～　尾西南部生涯学習センターイ エ ロ ー オ ー カ ー

毎月第２・４木曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター山 ぶ ど う の 会

毎月第１・３火曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター土 筆 の 会

毎月第２・４月曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センターい ぶ き

事務局へお問合せください。一宮美術作家協会／デザイン・工芸部・彫塑部

デザイン・工芸
彫　塑　部　門

毎週月・火・金・土曜日：午前９時～　朝日老人福祉センター陶 順 会

毎月第１・３木曜日：午後１時～　講師宅楽 陶 会

毎月第１・３日曜日：午後１時～　講師宅美 省 会

毎月第４日曜日：午後２時～　産業体育館尾 張 も め ん 伝 承 会

事務局へお問合せください。社団法人中部日本書道会　一宮支部

書　　部　　門
事務局へお問合せください。麗 筆 会

毎月第１・３水曜日：午前１０時～、土曜日：午後１時３０分～　吉田公民館象 雲 会

毎週日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター日中古墨書道友好協会尾張支部

事務局へお問合せください。一 宮 写 真 協 会
写　真　部　門

事務局へお問合せください。中 日 真 澄 ク ラ ブ

事務局へお問合せください。一 宮 三 曲 協 会

邦　楽　部　門

音　楽　部

月１回日曜日：午後２時～　講師宅三 山 会

毎週土曜日：午後１時～　金剛幼稚園里 音 会

毎週月～金曜日：午前１０時～　講師宅す み れ 箏 の 会

週１回（随時）：午後１時～　講師宅美 友 会

講師宅：その他、事務局へお問合せください。藤 乃 会　 尾 西 教 室

毎月第１・３木曜日：午前９時～、第２・４木曜日：午前１１時～　小信中島つどいの里尾 西 三 味 線 熹 世 智 会

月３回水曜日：午前１０時～　講師宅津 軽 三 味 線 恋 糸

毎月第２・４木曜日：午後６時～　ルボテンサンビル相 生 ・ 中 日 文 化 会
謡　曲　部　門

毎週土曜日：午後１時～　奥公民館い づ み 会



いちのみやの芸術文化　　平成22（2010）年6月 7

主　な　活　動　日　時　・　場　所団　　体　　名部　　門部

毎月第１・３金曜日：午後１時～　真清田神社竹 石 会

謡　曲　部　門

音　楽　部

毎週火曜日：午後６時～　その他、事務局へお問合せください。市 職 ク ラ ブ ・ 風 会

毎月第２・４月曜日：午前９時３０分～　河端公民館、毎月第１・３水曜日：午後１時３０分～　島村公民館誠 諷 会

毎週月曜日：午後１時～　宮西公民館清 宵 会 ・ 蘇 水 会

毎週土曜日：午後６時３０分～　丹陽公民館丹 謡 ・ 萩 謡 会

毎週月・木・土曜日：午前１０時～　講師宅紅 韻 会

事務局へお問合せください。一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会

吟剣詩舞部門

毎週金曜日：午後７時～　尾西生涯学習センター、毎週土曜日：午前１０時～　尾西文化広場雅 芳 流 嶋 邦 吟 詠 会

毎週日曜日：午前９時３０分～　尾西南部生涯学習センター尾 西 詩 吟 ク ラ ブ

毎週木曜日：午後７時～　金曜日：午後１時～　小信中島つどいの里　他神 道 一 刀 流 尾 西 剣 詩 舞 会

毎週金曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター西館　他剣 詩 舞 道 柳 翠 会

毎週金曜日：午後７時～　木曽川公民館濃 尾 吟 詠 会

毎週月～金曜日：午後１時～　山瑩会教室他曾山流樹徳吟詠会　 山瑩会

事務局へお問合せください。一 宮 音 楽 家 協 会

声楽・合唱部門

事務局へお問合せください。一 宮 合 唱 協 会

毎週火曜日：午後７時～　カトリック一宮教会一 宮 第 九 を う た う 会

月３回土曜日：午後７時～　尾西生涯学習センター尾 西 混 声 合 唱 団

毎週土曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター女 声 合 唱 団　 蓮

毎週月～土曜日：講師宅　その他、事務局へお問合せください。長 澤 民 謡 会

毎月第２・４日曜日：午後７時～　尾西生涯学習センター佳 富 士 会

毎月第４木曜日：午後７時～　小信中島つどいの里尾 西 民 謡 熹 世 智 会

月４回金・土曜日：午後１時～　尾西文化広場琴 伝 流 大 正 琴 琴 稀 会

器　楽　部　門

毎週火曜日：午前１０時～　午後１時～、毎週金曜日：午前１０時～　講師宅琴 伝 流 大 正 琴 琴 女 会

月３回土曜日：午前９時～　尾西生涯学習センター大 正 琴 カ ト レ ヤ 会

毎月第２・４土曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター琴 生 流 大 正 琴 さ つ き 会

隔週火曜日：午後１時～、隔週木曜日：午前９時４５分～　尾西南部生涯学習センター清 の 琴 ・ ロ マ ン ス ハ ー プ

日曜日　その他、事務局へお問合せください。安 美 ＆ コ ン ブ リ オ

毎月第１・３土曜日：午後７時～　木曽川公民館木曽川ライトソングクラブ

毎月第２・４月曜日：午後１時～　講師宅大 正 琴 藤 明 の 会

毎週土曜日：午後５時～　一宮スポーツ文化センター一 宮 市 民 吹 奏 楽 団
吹奏楽・管弦楽
部　　　　　門

毎週日曜日：午後５時～　尾西生涯学習センター西館尾西ウィンドオーケストラ

毎月第２土曜日：午後６時３０分～　中日新聞一宮支局、毎月第４日曜日：午後１時３０分～　大森石油練習場一宮シティー室内管弦楽団

事務局へお問合せください。一 宮 舞 踊 協 会

舞　踊　部　門
芸　能　部

毎週火曜日：午前９時～、毎週水曜日：午後５時～　尾西生涯学習センター西館ハ ワ イ ア ン ・ フ ラ

毎週水曜日：午後６時～　起つどいの里新 舞 踊 あ す か 会

毎週金曜日：午前９時～　尾西生涯学習センター坂 東 流 百 喜 久 会

毎週土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター百 の 会

毎週月曜日：午前９時～、土曜日：午後１２時～　向山公民館扇 寿 々 会

毎週月曜日：午前９時３０分～　午後１時３０分～　向山公民館芳 美 会

毎月第１・３火曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター結 び の 会

事務局へお問合せください。一 宮 民 俗 芸 能 連 盟芸　能　部　門

事務局へお問合せください。同 派 会

茶　道　部　門

社　　会
文　化　部

事務局へお問合せください。弥 生 会

事務局へお問合せください。茶 道 表 千 家

事務局へお問合せください。茶 道 裏 千 家

月各３回　日曜日：午前９時～、火曜日：午後２時～　講師宅他尾 西 玉 香 会

月３回　土曜日：午後２時～　講師宅他尾 西 表 千 家 木 野（ 文 ）会

月３回　土曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 緑 寿 会

毎週月・火曜日：午後１時～　講師宅他尾 西 清 真 会

毎週月曜日：午後６時～　尾西生涯学習センター、土曜日：午後２時～　講師宅表 千 家 尾 西 古 田 社 中

毎週月・水曜日：午後７時～、金・土曜日：午前１０時～　講師宅、日曜日　午後２時～　たんぽぽグランドハウス裏 千 家 尾 西 杉 本 社 中

毎週水曜日：午後５時～　講師宅松 風 会

事務局へお問合せください。一 宮 華 道 連 盟

華　道　部　門

月各３回　日曜日：午前９時～、火曜日：午後２時～　講師宅他尾 西 玉 香 会

月３回　土曜日：午後１時３０分～　講師宅尾 西 小 原 流 筧 社 中

月３回　土曜日：午後２時～　講師宅尾 西 池 坊 木 野（ 文 ）会

毎週金曜日：午後６時～　尾西生涯学習センター、金曜日：午前１０時～　土曜日：午後２時～　講師宅小 原 流 尾 西 古 田 社 中

毎月第４月曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター他尾 西 花 紘 会

毎週金曜日：午前１０時～　一宮地域職業訓練センター一宮アーティフィシャルフラワー協会　鶴の会

社会文化部門

月１回　不定期　一宮地域職業訓練センター一宮アーティフィシャルフラワー協会　風雅の会

毎月第１・２土曜日：午前１０時３０分～　一宮地域職業訓練センター一宮アーティフィシャルフラワー協会　彩華の会

毎月第３日曜日：午後７時～　代表者宅歌 楽 会

事務局へお問合せください。若 芽 会

毎月第１・３水曜日：午後１時～　講師宅、第１・３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター花 千 会
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加入団体の紹介 （吟剣詩舞部門）剣詩舞道柳翠会（けんしぶどうりゅうすいかい）

加入団体の紹介 弥生会（やよいかい） （茶道部門）

ë
妙
興
寺
で
の
茶
会

ë
剣
舞
日
本
刀
を
詠
ず
　
平
成
２１
年
度
芸
能
祭
に
て

【問合せ先】鵜飼　柳翠　A62－4776

【問合せ先】今枝　智恵子　A73－8314

　吟剣詩舞道は、日本古来の伝統芸能であり「礼

と節」をその心といたします。私たちは心と体

の健康を目的とし、また、芸道を伝承する者の

一員として、舞うことに喜びを感じ、剣舞、詩舞、

歌謡演舞にその詩の心を少しでも表現出来て、

主客共に先人の心の琴線にふれ、感動を共感出

来るような舞を目指して、自己の情操を高め品

性の向上を図ることを目標として、平成14年４

月「柳翠剣詩舞道会」を設立しました。

　毎週水、金、日曜日と各自に合わせてお稽古

日を設けております。今はまだヨチヨチ歩きで

はありますが、会員一同向上心に燃え、毎年３

月には尾西グリーンプラザにて「合同発表吟剣

詩舞道大会」を開催いたしております。名古屋市、

春日井市、岩倉市、北名古屋市、三重県など10

団体の同志が、年１度、尾西グリーンプラザに

集結して切磋琢磨しあって、日頃の練習の成果

を発表することに、意欲を燃やして います。

　日本にお茶が渡来してから今日まで永い歴史

を背景に茶道の大成者から種々な作法を伝えて

いただきました。その事が単に喫茶で終わる事

なく人間修行の法としての魅力を感じ、伝える

べき事を考え、今私共が先人の教えを修行の根

本にし、次の時代に引き継いでいこうと頑張っ

ています。

　弥生会も１年の行事として七夕まつり、市民

茶会、妙興寺で行う茶会等、各先生方と共に微

力ながら季節によって茶種を変えたりして、茶

会の席を設けております。また、煎茶のルーツ

は僧の隠元禅師が随僧と共に、明国の文化を携

えて長崎の興福寺に入山し、その後宇治の万福

寺を開山、それにより朝廷の庇護を受け禅寺の

一寺となって、茶葉を煮て薬用として用いられ、

後に玉露、煎茶等、茶種と用途をもって全国に

広まりました。そして、毎年禅師を偲び開山忌

の茶会が行われています。

　今年は節目の第５回大会を、去る２月28日に

無事終えることが出来ました。第６回大会は平

成23年３月６日に開催予定です。

　市の行事、ボランティアなどにも喜んで参加

させていただいており、３歳児から世代を超え

たふれあいの場を広めていきたいと思っており

ます。

　どうぞ、ご参加ください。

　当弥生会も、一宮茶道連盟の４会派のうちの

一翼を担うものとして、昨年11月には妙興寺山

内をお借りして第64回一宮市芸術祭参加茶会及

び第31回一宮茶道連盟茶会を無事行う事が出来

ました。

　これも一重に一宮市芸術文化協会のお力添え

であり、先生方及び会員の皆様方のご協力の賜

と思います。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

楽しく描こう会（たのしくえがこうかい）

葉栗俳句教室（はぐりはいくきょうしつ）

ë
句
会
の
後
で

ë
水
彩
画
展

【問合せ先】平林　千津江　A73－2508

【問合せ先】江崎　敦子　A62－7647

（俳句部門）

（洋画部門）

　私達、葉栗俳句教室では自然に親しみ、その

喜びを詠むことを目標として発足し、今年で38

年目を迎えました。

　毎月第２火曜日の午後１時より葉栗公民館で

句会を開いております。ここでは、皆さんが各

自７句を持寄り、それを互選して、中の１句を

特選にします。選句に集中する静寂な時間は何

事にもかえがたい醍醐味であり、活気ある時間

が過ぎていきます。年を忘れてぼつぼつでも、

じっくりと平明で深みのある俳句を目指して頑

張っています。

　私達も、春と秋は吟行会に参加して、俳句作

りに名所旧跡をたずねて回ります。会員が同じ

物を見ても、心の目で捉えたひらめきを詠んで

いるため、同じ句になることはまずありません。

これも俳句の大変面白いところであります。また、

触れ合える良い機会にもなっております。

　これからも、心豊かな楽しい人生を目指して、

　私達の会は、「絵を楽しく描くことにより、感

性を高め心を耕す」を目標に、旧尾西市の文化

講座「絵手紙入門」で学んだ仲間で発足し、今

年で８年目を迎えています。

　月２回土曜日の午前、尾西生涯学習センター

で講師の小川護先生の熱心な指導のもと、楽し

い雰囲気の中、目を輝かせて真剣に絵筆を運ん

でいます。

　発表の場は年４回で、小川門下の４グループ

による合同展のモア展、朋展、単独での水彩画展、

尾西公民館展に出品しております。

　特に合同展ではグループ間の交流により会員

同志の絆が深まり、より研鑽の場にもなってい

ます。

　また、展覧会では家族に「おばあちゃん頑張

っているよ」という姿を見せることが出来、大

きな喜びになっています。

　今や50号の大作に挑戦し、毎年公募展に出品

する会員もおり、努力の大切さ、継続は力なり

の重要性を痛感しています。

　私達は今後共、絵を通じて人とのふれあいを

より深め、健康で心豊かな人生を過ごしたいと

願っています。是非一度、教室においでください。

大歓迎です。

他の地域の方々とも交流を図り、より発展して

いきたいと思っております。

　俳句は難しいものだと思っている方がおられ

ますが、そんなことはありません。俳句を始め

ようと思っている皆さん、ぜひ、葉栗俳句教室

へお気軽にお出掛けください。会員一同お待ち

いたしております。
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幸
福
な
こ
と
」

　
　
　

と
し
た
画
家
の
初
期
か
ら
晩
年

　
　
　

ま
で
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

　
　
　
　

７
月　

日
π
〜
８
月　

日
∏

２１

３１

　
　
　
　

は
小
中
生
無
料

企
画
展
「
館
蔵
品
展
」

日
時
e
７
月　

日
º
〜
８
月　

日
∂

１７

２９

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

　
　
　

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、　

休

３０

　
　
　

館
日
７
月　

日
∑
を
除
く
月
曜

１９

　
　
　

日
、
７
月　

日
∏
）

２０

内
容
e
資
料
館
収
蔵
品
を
小
中
学
生
に

　
　
　

も
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
盆
踊
り
の
夕
べ
」

日
時
e
７
月
３
日
º
午
後
５
時　

分
〜

３０

　
　
　

８
時　

分
・
４
日
∂
午
後
５
時

３０

　
　
　
　

分
〜
８
時

３０

内
容
e
盆
踊
り
、
お
も
ち
ゃ
、
飲
み
物

　
　
　

の
販
売
他

　
　
　

※
参
加
無
料
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《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》

「the earth」（部分）鵜飼辰郎
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早
乙
女
太
一
全
国
ツ
ア
ー
Û
Ò
Ú
Ò

日
時
e
７
月
４
日
∂（
昼
の
部
）午
後
１

　
　
　

時　

分
・（
夜
の
部
）午
後
６
時

３０

　
　
　

開
演
※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

内
容
e
第
１
部　

芝
居
「
夕
笛
」
〜
ｙ

　
　
　

ｕ
ｂ
ｕ
ｅ
〜
・
第
２
部　

舞
踊

　
　
　

シ
ョ
ー
「
朱
雀
伝
説
／
生
誕
」

入
場
料
e
Ｓ
席
６
、５
０
０
円
、
Ａ
席

　
　
　
　

６
、０
０
０
円（
全
席
指
定
）

　
　
　
　

※
未
就
学
児
入
場
不
可

華
麗
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

キ
エ
フ
・
バ
レ
エ
〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ
〜

日
時
e
７
月　

日
π
午
後
２
時
開
演　

２８

入
場
料
e
５
、５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
　
　
　

※
３
歳
以
下
の
入
場
不
可

一
宮
こ
ど
も
音
楽
文
化
デ
ー

『
み
ん
な
で
つ
な
が
る
コ
ン
サ
ー
ト
』

日
時
e
８
月
８
日
∂
午
後
２
時
開
演　

入
場
料
e
５
０
０
円（
全
席
自
由
）※
３

　
　
　
　

歳
未
満
の
膝
上
鑑
賞
は
無
料

タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ　
L
i
v
e
＆
T
a
l
k

日
時
e
７
月　

日
º
午
後
３
時
開
演

１０

入
場
料
e
３
、８
０
０
円（
全
席
指
定
）

　
　
　
　

※
未
就
学
児
入
場
不
可

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）８
０
４
５

４５

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂
・

２７

２５

　
　
　

８
月　

日
∂
・
９
月　

日
∂

２２

２６

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

　
　
　

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
８
月　

日
∂
・

２７

２２

　
　
　

９
月　

日
∂

２６

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）４
６
５
４

６２

日
時
▼
７
月　

日
∂
・
８
月
８
日
∂
・

１１

　
　
　

９
月　

日
∂

１２

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

　
　
　

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
書
道
連
盟
】

　

A（　

）９
５
０
３

７３

日
時
▼
７
月　

日
º
午
後
１
時
〜
・

１０

　
　
　
　

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
上
位
入
賞
作
品
と
役
員
、
指
導

　
　
　

者
の
作
品
を
展
示
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A（　

）２
９
４
４

７１

日
時
▼
７
月　

日
∂

２５

　
　
　

午
後
５
時
〜
６
時
（
予
定
）

会
場
▼
真
清
田
神
社
特
設
舞
台

観
覧
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）６
７
０
２

４５

日
時
▼
８
月　

日
º
・
９
月　

日
º

１４

１１

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

　
　
　

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
舞
踊
協
会
】

　

A（　

）５
４
９
８

４５

日
時
▼
８
月
１
日
∂
正
午
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
日
舞
発
表
会

入
場
料
▼
無
料

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
お
り
も
の
感
謝
祭　

一
宮
七
夕

ま
つ
り　

第　

回
学
生
書
道
展

３８

第　

回
書
道
連
盟
選
抜
作
品
展
』

１７
『
七
夕
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
こ
ま
希
久
会　

ゆ
か
た
会
』

この『加入団体の催し』欄に�
　　情報を掲載しませんか？�
発行月３・６・９・12月の前月１日までに、
必要事項【①行事名　②団体名　③問
合せ先電話番号　④日時　⑤会場】を
任意の様式にて記入の上、下記の事務
局までご提出ください。�

　　　　〒493－8511�
一宮市芸術文化協会事務局（住所不要）
または　FAX 0586－86－1809

事務局�



平成22（2010）年6月　　いちのみやの芸術文化 12

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒493－8511　愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り27番地

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 4 －0 0 1 3　／　FAX   0 5 8 6 －8 6 －1 8 0 9

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

１
、
募
集
種
目

　

①
随
想
・
随
筆　

一
人
一
編

　
　
　
　

（
本
文
は
、
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

　

②
現
代
詩　

一
人
一
編

　
　
　
　

（
本
文
は
、
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
）

　

③
漢
詩　

絶
句
、
一
人
２
首
以
内

　

④
短
歌　

一
人
８
首
以
内

　

⑤
俳
句　

一
人　

句
以
内

１０

　

⑥
川
柳　

一
人　

句
以
内

１０

　

⑦
狂
俳　

一
人　

句
以
内

１０

２
、
応
募
上
の
注
意

　

①
応
募
は
、
一
人
３
種
目
以
内
と

し
ま
す
。

　

②
用
紙
は
、
Ａ
４
判
の
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
と
し
、
種
目
ご
と

に
別
紙
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
機
器
を
使
用

す
る
場
合
は
、
Ａ
４
判
白
無
地

の
用
紙
を
横
長
に
用
い
、　

字
２０

×　

行
で
印
字
し
て
く
だ
さ
い
。

２０

　

③
原
稿
は
縦
書
き
と
し
、
文
字
は

正
確
に
読
み
や
す
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

　

④
原
稿
に
は
、
欄
外
に
種
目
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
に

氏
名
、
号
（
必
要
に
応
じ
て
）
、

年
齢
、
住
所
（
番
地
ま
で
正
確

に
）
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

氏
名
お
よ
び
号
に
は
振
り
仮
名

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

⑤
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

３
、
応
募
資
格

　
　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
一
宮

市
芸
術
文
化
協
会
加
入
団
体
に
所

属
し
て
い
る
人

４
、
作
品
の
採
否

　
　

応
募
作
品
の
採
否
に
つ
い
て
は
、

編
集
委
員
が
選
者
と
な
り
、
編
集

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

５
、
応
募
方
法

　
　

〒　

－

　

（
住
所
記
載
不
要
）

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

『
い
ち
の
み
や
文
芸
』
係　

　

（
一
宮
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学

習
課
内
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
∫
必
着

６
、
発
刊
予
定

　
　

平
成　

年　

月　

日
（
月
）

２２

１０

１８

　
　

１
冊
８
０
０
円
（
予
定
）

い
ち
の
み
や
文
芸

２
０
１
０

作
品
募
集

４９３

８５１１

Ô正午～

会場：一宮市民会館

入場料
無　料

一宮民俗芸能連盟の加盟団体が市内

各地に伝わる民俗芸能を上演します。

［出演予定団体］　石刀祭山車保存会、北方ばしょう踊保存会、一宮真清伶人会

馬寄木遣音頭保存会、宮後住吉踊保存会、島文楽保存会、機織唄保存会

馬場獅子屋形打囃子保存会、瀬部山車・臼台祭保存会、黒岩山車保存会の皆さん

いち
のみや民俗芸能のつどいいち
のみや民俗芸能のつどい

いち
のみや民俗芸能のつどい


